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1. 今年度の美里町の学
力調査結果について



1.(1) R1 全国学力学習状
況調査結果



80.0%

90.0%

100.0%

110.0%

国語 算数

R1 全学調小学校(6年)結果

美里町
県
全国

県：０



-10 -8 -6 -4 -2 0 2 4

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

読むこと

書くこと

話すこと・聞くこと

資料の活用

関数

図形

数と式

H28→R1 全学調中学校(3年)経年変化(観点別)

H28:0



1.(2) 課題の見られた問題



小学校6年算数２（２）数と式



中学校３年国語１（１）読むこと



1.(3) これから求められる
学力



小学校 算数（６年)



中学校 英語（３年)



1.(4)課題に向けての対策



・全学校で実施

新聞記事を活用し、読む力の強化

・連携会議で共有



松久小
「自分の思いや考えを伝え合う
ことのできる児童の育成」
～国語科における言語活動の充実
を通して～

①身に付けさせたい力の明確化
②言語活動の充実
③共有化を図るための工夫



東児玉小
「共に学び、共に支えあいな
がら生きる児童の育成」
～一人一人が意見を活かせる授業
の実践～
・発表の仕方について
①順序がわかるように
②理由をはっきり説明
③算数の用語を使って



大沢小
「自ら学び、思いや考えを伝え
合うことのできる児童の育成」
～言語活動を中心とした国語科・
外国語活動の学びを通して～

・バックワード･デザイン
（逆向き設計）による授業作り



美里中
「自らの考えをアウトプットで
きる生徒の育成」
～既習事項を活かし表現する教育
活動の工夫～

①問い(課題)の持たせ方の工夫
②QUを活用した教師の仕掛け作り



2. H30 ＱＵ結果



Q-Uとは？
Questionnaire Utilities
（質問紙） （活用する）

楽しい学校生活を
送るためのアンケート



2.(1) 全学調対象学年の変化
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H30 中学２年生の変化(現中3）
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2.(2) H30 ２回のデータ比較
(全学年)
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学級非承認群増減
(H30.5→H30.11)
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2回の結果からの考察

1 非承認群の増減と
学力は相関が見られる
２ 非承認群を認めてい
く指導を行う



今年度(R1)の予定
 令和元年

 ５月 各校 Q-U実施(1回目)
 ８月 町主催Q-U研修（小･中校）
 講師：藤原 寿幸 様
１２月 各校 Q-U実施(2回目）
 １月 各小学校 ＣＲＴ検査実施
 中学校 実力テスト実施



包み込むようなサポート


